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修士課程の看護学専攻またはウィメンズヘルス・助産学専攻の第2年次に在籍する学生で、将来、助産師として

実践で活躍する、あるいは助産教育・研究に携わることを目指す人材

修士課程のウィメンズヘルス・助産学専攻（上級実践コース）の第2年次に在籍し、助産師の資格取得を

目指す学生で、給付を申請した者

下記いずれかに該当する者で給付を申請した者

①聖路加国際病院に勤務する看護師のうち、休職して進学した者（要看護部長の推薦状）

②本学学部卒業生のうち、看護職として勤務している医療機関等を休職又は退職して進学した者

大学院修士課程に在籍する学生で、「生と性に関する教育」に関心を持って活動・研究に携わることを目指す人材

　本学看護学部研究科及び公衆衛生学研究科に入学を許可された学生で以下のいずれかの条件を満たす者

　①本学学部を卒業した者

　②本学大学院博士前期課程を修了した者

　③本学大学院専門職学位課程を修了した者

　④学校法人聖路加国際大学の正規職員として3年以上の勤務経験を有する者

災害救助法が適用された地域で被災された学生及び保証人。

他の奨学金等との併用

可能

1回

3名程度

なし

他の奨学金等との併用

可能

1回

制限なし

なし

他の奨学金等との併用

可能

1回

制限なし

なし

他の奨学金等との併用

可能

1回

制限なし

6

災
害
特
別

　
　
奨
学
金

対象者

金額
被災状況に応じて授業料1年分または

半期分相当の奨学金

期間／回数

採用人数

5

聖
路
加
国
際
大
学

　
　
　
　
特
別
奨
学
金

出願資格

対象者 本学大学院博士前期課程、博士後期課程及び専門職学位課程の学生 期間／回数

採用人数

家計基準 なし 成績基準

金額 年額　400,000円 採用人数

家計基準 なし 成績基準

4

聖
路
加
国
際
大
学

ウ
パ
ウ
パ
奨
学
金

出願資格

対象者 大学院修士課程に在籍する学生 期間／回数

金額 年額　100,000円

他の奨学金等との併用1回

なし 成績基準

他の奨学金等との併用

①不可能
②　可能

①　2名

②　2名

なし

可能
2名程度

なし

聖路加国際大学


2020年度　奨学金一覧　【大学院　（看護学研究科）】
≪学内の給付奨学金≫

1

青
木
奨
学
金

出願資格

対象者
看護学研究科修士課程の看護学専攻または

ウィメンズヘルス・助産学専攻2年生 期間／回数

金額 年額　300,000円 採用人数

家計基準 なし 成績基準

2

未
来
の
助
産
師
基
金

出願資格

対象者 　修士課程ウィメンズヘルス・助産学専攻（上級実践コース）2年 期間／回数

2年間

金額
①年額　1,200,000円　

採用人数
②年額　600,000円

3

聖
路
加
国
際
大
学

　
　
聖
路
加
フ

ェ
ロ
ー

奨
学
金

金額 　年額　50,000円 採用人数

家計基準 なし 成績基準

出願資格

対象者 看護学研究科修士課程の学生 期間／回数

家計基準
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聖路加国際大学に在学している学部あるいは大学院学生で、将来母校を大切にし、看護を通して社会に

貢献したいと学業に励む志をもつ者

学業成績優秀にして修学上経済的に困難な者

学術優秀、品行方正、身体強健でありながら経済的理由により修学困難な者

・助産師の国家資格を目指す学生で、看護師の資格を有する者及び同一年度内に看護師資格、

　助産師資格の取得を目指し、学校長等から推薦された学生

①指定大学の学部（3・4年生）または大学院修士（1・2年生）に在学する者。但し学部4年生は修士課程への進学、

　修士年生は博士課程の退学予定者に限る

②健康かつ学業優秀に加え、高い志と強い自主的行動力を持つ者

③学費の支弁が困難と認められる者（判断基準は各指定大学内基準適用）

④原則として日本国籍を有する者

①東京都内の高校・高専・大学・大学院に在学、または東京都内に居住し高校・高専・短大・大学・大学院に在学

　している学生生徒で、学業、人物とも優秀であって、学費の支弁が困難な者

②外国人留学生も、適格者は採用する（但し、国費留学生の応募は不可）

他の奨学金等との併用

可能

最短修業期間

全国で約70名

なし

他の奨学金等との併用

可能

1回

1名

なし

他の奨学金等との併用

可能

1年間（最長2年）

若干名

なし

1回

1名

なし

他の奨学金等との併用

可能

年度毎に定める

無利子

なし

≪学内の貸与奨学金≫

8

聖
路
加
国
際
大
学

　
　
貸
与
奨
学
金

出願資格

対象者 大学生・大学院生 期間／回数 最短修業期間

金額
修士課程：月額　50,000円 採用人数

博士後期課程：月額　100,000円 利息

家計基準

他の奨学金等との併用

可能

採用人数

家計基準 なし 成績基準

12

守
谷
育
英
会
奨
学
金

出願資格

対象者 大学生・大学院生 期間／回数

金額 月額　120,000円

金額 年額　500,000円 採用人数

家計基準 なし 成績基準

11

丸
和
育
志
会
奨
学
金

出願資格

対象者 大学院修士1・2年生 期間／回数

10

有
馬
育
英
会
奨
学
金

出願資格

対象者 修士課程2年生 期間／回数

採用人数

家計基準 なし 成績基準

金額 年額　100,000円 採用人数

家計基準 なし 成績基準

他の奨学金等との併用

可能

≪学外の給付奨学金≫

9

岡
村
育
英
会

 
 

奨
学
金

出願資格

対象者 大学院2年生以上 期間／回数

金額 年額　480,000円

1年間

10名（学部含む）

なし

なし 成績基準

7

聖
路
加
同
窓
会

　
　
　
　
奨
学
金

出願資格

対象者 大学生・大学院生 期間／回数

金額 年額　200,000円 採用人数

家計基準 なし 成績基準
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大学学部・大学院に在籍する学生（学年は問わない）で人物・学業ともに特に優れ、健康であり経済的理由

により就学が困難な人で、学長の推薦による人

①応募時に日本の大学に在籍する外国籍を有する学生で、当該年4月に応募時と同じ大学の正規課程に

　在籍予定の者

②在留資格が「留学」である者

①保健師助産師看護師法による保健師・助産師・または看護師の免許を有すること

②看護系大学大学院において国際看護を専攻していること

③国際看護に関する教育研究あるいは臨床を通して看護の実践に貢献できること

④日本国籍がない場合、在留資格が「法定特別永住者」「永住者」「日本人の配偶者等」「永住者の配偶者等」

　「定住者」のいずれかであること

①日本以外の国籍を有し、日本の大学院の博士（後期）課程に在籍し、支給期間中に博士号を取得する見込みの

　ある者。正規在籍年限を超えたために、あるいは、海外の大学院より博士号を取得するために、研究員等として

　日本の大学院に在籍する者も含む

②在籍する大学院研究科（研究室）と居住地の両方が、関東地方（東京都、神奈川県、埼玉県、千葉県、茨城県、

　栃木県、群馬県）にある者

③日本語が堪能な者（応募書類と面接は日本語のみ）

④国際理解と親善に関心を持ち、当財団の交流活動に積極的に参加する意思のある者

⑤受給期間に正規の職（常勤職）に就いたり、他の奨学金を受ける予定のない者（月額50,000円以上）

保護者が病気や災害（道路上の交通事故を除く）または自死（自殺）などで死亡、又は保護者が著しい障害を

受けていて経済的な援助を必要としている家庭の子ども

※著しい障害とは、次の障害認定を受けている場合をいいます

身体障害者福祉法、国民年金法、厚生年金保険法、精神保健及び精神障害者福祉に関する法律、

労働者災害補償保険法に定める第1級から第5級

※申請時の年齢が25歳以上の場合は、奨学生の対象となりません

他の奨学金等との併用

可能

最短修業年限

35名（本学の推薦枠ではない）

なし

他の奨学金等との併用

可能

他の奨学金等との併用

可能
月額5万円以上は

不可

1年間

14名（本学の推薦枠ではない）

なし

1回

6名（本学の推薦枠ではない）

なし

他の奨学金等との併用

可能

大学院博士前期課程：支給2名　貸与4名
（本学の推薦枠ではない）

大学院博士後期課程：支給6名
（本学の推薦枠ではない）

なし

17

★
あ
し
な
が
奨
学
金

出願資格

対象者
大学奨学生だった者で、

大学院の1学年に在学している者 期間／回数

金額
月額　120,000円

（内貸与80,000円・給付40,000円）
採用人数

家計基準 なし 成績基準

金額 月額　200,000円 採用人数

家計基準 なし 成績基準

16

★
渥
美
国
際
交
流
財
団
奨
学
金

出願資格

対象者 大学院博士課程に在籍する留学生 期間／回数

15

　
★
小
倉
一
春
大
学
院
教
育

　
　
　
　

（
国
際
看
護

）
奨
学
金

出願資格

対象者 大学院生（博士前期課程・後期課程） 期間／回数

採用人数

家計基準 なし 成績基準

金額 600,000円（一括交付） 採用人数

家計基準 なし 成績基準

成績基準

不可能
月額3万円以下は可

40名（本学の推薦枠ではない）

直近のGPAが3.5以上

14

中
島
健
𠮷𠮷
記
念
奨
学
金

出願資格

対象者 大学院生 期間／回数

金額 月額100,000円

他の奨学金等との併用1年間

最短修業期間

大学院博士前期課程：
支給・貸与共に月額60,000円

採用人数
大学院博士後期課程：支給　月額60,000円

13

中
部

（
ナ
カ
ベ

）
奨
学
会

　
　
　
　
　
　
　
奨
学
金

出願資格

対象者

大学院生（博士前期課程・後期課程） 期間／回数

家計基準 なし
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鳥取県・長崎県内の大学（2～4年生）・大学院に在籍する者及び鳥取県・長崎県内の高等学校等を卒業し、

他都道府県の大学（2～4年生）大学院に在籍する者

出願する年度の4月現在、大学（2～4年生）、大学院博士前期（修士）課程・博士後期課程に在学する者

申込前年度末の時点で、原則として大学生は満23歳以下、大学院生は満33歳以下であること

留学生の場合、原則として大学生は満31歳以下、大学院生は満38歳以下であること

①韓国籍を有し、日本の大学2年生以上に在学する者で、成績優秀、品行方正であり、かつ学業を成就するために

　経済的援助を必要とする者

②他の奨学金を受けていない者

※日本の大学に在学する者とは、日本の大学で授業を受けている者を意味し、日本の大学に在籍しながら海外に

留学や研究のために長期間滞在する方は対象外

①日本の大学院（博士課程・修士課程・専門職課程。通信課程は除く）に在籍している韓国人・　朝鮮人学生

　（特別永住者証明書・在留カード・外国人登録証の国籍表示が韓国もしくは朝鮮）本国からの留学生含む

②成績が優良で学費の支弁が困難な者

③当該年4月1日現在、満40歳未満の者（継続応募者は除く）

④他の奨学金を受給していない者。ただし、貸与奨学金、本会奨学金と同額未満の給与奨学金、学内奨学金は

　受給していても応募できる

①台湾籍を有し、申請時に日本在住している者

②35歳未満の者

③心身ともに大学における学業に支障がない者

④日本留学中、日本の国際化に資する人材として、広く地域の学校や地域の活動に参加することで、日本と台湾の

　相互理解に貢献するとともに、卒業後も留学した大学と綿密な連携を保ち、卒業後のアンケート調査に協力する

　他、日本台湾交流協会が実施する各事業に協力することで、台湾と日本との関係向上に努めること

他の奨学金等との併用

不可能
大学からの奨励金等も

含む

他の奨学金等との併用

不可能
貸与・本会と同額未満
の給付・学内奨学金は
受給していても応募可

最長2年

5名（本学の推薦枠ではない）

なし

1年間
※博士課程（博士後期課程）の最長受給年限は

110名

なし

他の奨学金等との併用

不可能

修士課程・専門職学位課程：未定

標準修業年限

博士課程：未定

なし

他の奨学金等との併用

可能

最短修業年限

20名（本学の推薦枠ではない）

原則前年度までの成績（GPA)が
3.00以上の者

なし 成績基準

21

★
日
本
台
湾
交
流
協
会
奨
学
金

出願資格

対象者
大学院の修士課程・専門職学位課程・博士課程の正規生として進学する

及び在籍する学業成績優秀な台湾からの外国人留学生 期間／回数

金額
修士課程・専門職学位課程：月額　144,000円

金額
修士課程・専門職課程：月額　40,000円

採用人数
博士課程：月額　70,000円

20

朝
鮮
奨
学
会
奨
学
金

出願資格

対象者
大学院（博士課程・修士課程・専門職課程）に

在籍している韓国人・朝鮮人学生 期間／回数

家計基準 なし 成績基準

採用人数
博士課程：月額　145,000円

家計基準

採用人数

19

★
青
峰

（
セ
イ
ホ
ウ

）
奨
学
財
団
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
奨
学
金

出願資格

対象者 大学生・大学院生 期間／回数

金額 月額　70,000円 採用人数

家計基準 なし 成績基準

18

米
濵
・
リ
ン
ガ
ー

ハ

ッ
ト
財
団

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奨
学
金

出願資格

対象者
鳥取県・長崎県内高等学校を卒業した大学院生（博士前期（修士）課程）

期間／回数

家計基準
給与所得世帯：世帯合計所得600万円未満

自営業などその他の所得340万円未満 成績基準

鳥取県・長崎県内高等学校を卒業した大学院生（博士後期課程）

金額 月額　20,000円
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バングラディシュ・ブータン・ブルネイ・カンボジア・インド・インドネシア・ラオス・マレーシア・モルディブ・ミャンマー・ネパール・

パキスタン・フィリピン・シンガポール・スリランカ・タイ・東ティモール・ベトナムから来日し、文部科学省所轄大学の学部

又は大学院に在籍する当該国の国籍を有する私費留学生で、下記の条件を満たす者（ただし、日本国籍を有する者、

短期大学生及び研究生を除く）

①国際理解と親善に関心を持ち、交流会に出席できる者（交流会は年6回、主に東京で開催）

②成績優秀な者

③学習奨励金等の名目の如何にかかわらず他の奨学支援団体等から奨学金又はそれに類する金品を受給していない者

④学内の特別プログラム等で、用途の自由な金銭を受給していない者。※③④については財団の支給開始時に受給が終了している場合には応募可

⑤在留資格「留学：college student」を有する者

⑥日本に在住する親がいない者

⑦「博士」の学位を取得していない者

⑧就労していない者

⑨勉学・研究に支障のない日本語能力を有する者

⑩当財団の奨学生を終了後、SATOMとして財団の交流活動やネットワーク構築等に積極的に協力できる者

（SATOM（サトム）とは当財団の卒業生の総称です）

一般奨学生

文部科学省の認可する大学の大学院に在籍1年以上の女子学生で、学業・人物ともに優れた者

日本国内の大学及び大学院において就学する者で、学業意欲旺盛、品行方正、健康でありながら、

経済的理由等により就学困難な学生及び生徒を対象として奨学生の募集を行う

日本国民にして資質並びに学業成績優秀で且つ健康な学生であること

経済的理由により学資の援助を必要とする者

在学する大学によって推薦された者

他の育英奨学団体（日本学生支援機構は除く）から奨学金を受けていない者

24

長
谷
川
財
団
奨
学
金

出願資格

対象者 大学生・大学院生 期間／回数 1年間 他の奨学金等との併用

金額 月額　30,000円 採用人数 15名（本学の推薦枠ではない）
可能

家計基準 なし 成績基準 なし

23

大
学
女
性
協
会
国
内

奨
学
金

出願資格

対象者 大学院2年生以上 期間／回数 1回 他の奨学金等との併用

金額 年額　200,000円 採用人数 6名（本学の推薦枠ではない）
可能

家計基準 なし 成績基準 なし

他の奨学金等との併用

不可能
貸与は可。尚、応募時に給付を受
けていても本奨学金開始時に受け

ていなければ可

2年間

若干名

なし

他の奨学金等との併用

不可能
日本学生支援機構は

除く

若干名

大学生・大学院生 期間／回数 最短修業期間

金額 月額　60,000円
採用人数

利息

なし家計基準 なし 成績基準

無利子

22

佐
藤
陽
国
際
奨
学
財
団
私
費
留
学
生
奨
学
金

出願資格

対象者 修士課程・博士課程に入学する新1年生

≪学外の貸与奨学金≫

25

み
ず
ほ
育
英
会
奨
学
金

出願資格

対象者

金額 月額　180,000円 採用人数

家計基準 なし 成績基準

期間／回数



6

高度の研究能力を有し、経済的理由により修学に困難があると認められる人。日本学生支援機構による家計・学力・

などに従い学内審査の上、推薦

修士・
専門職

博士課程

修士・
専門職

博士課程

①都内の保健師、助産師、看護師及び准看護師の養成施設に在学している、又は看護師免許を取得し都内の

　大学院修士課程（前期博士課程を含む。以下同じ）で看護に関する専門知識を修得しようとしていること

②成績優秀にしてかつ、心身健全であること

③経済的理由により修学困難であること。第二種は申込の所得制限が有ります

④同種の修学資金を借り受けていないこと。（東京都育英資金及び地方公共団体による返還免除規定のある同種の

　修学資金を借り受けている場合は、申し込むことができません。また、すでに同一課程でこの修学資金の貸与を受けていた

　場合は、同じ課程で再度貸与を受けることはできません）

⑤卒業又は終了後、都内の指定施設等において看護業務に従事する意思を有すること

第一種

第二種

保護者等が道路における交通事故で死亡した家庭の生徒・学生（申込時25歳までの者）保護者が道路における

交通事故で重度の後遺症者となった課程の生徒学生

金額
月額　83,000円 採用人数

月額　25,000円 利息

27

東
京
都
看
護
師
等
修
学
資
金

出願資格

対象者 大学院修士課程 期間／回数

家計基準 なし（二種はあり） 成績基準

他の奨学金等との併用

可能
出願資格④の記載を

確認のこと

他の奨学金等との併用

可能

未定

無利子

制限なし

第一種及び第二種：無利子

なし

なし

最短修業年限

金額
月額：50,000円・80,000円・

100,000円から選択

採用人数

利息

家計基準 なし 成績基準

28

★
交
通
遺
児
育
英
会
奨
学
金

出願資格

対象者 大学院に在学している学生 期間／回数

第一種

月額　50,000円・88,000円
採用人数 制限なし

月額　80,000円・122,000円

第二種

月額　　　50,000円・80,000円・
　　　　　100,000円・130,000円・
　　　　　150,000円

利息

最短修業期間

他の奨学金等と
の併用

可能

第一種：無利子

第二種：有利子

　　　　　　　　二種：①か②に該当する者。①大学等・大学院における成績が優れ、将来、研究能力又は高度の専門性を要する職業等に必要な高度の能力を備えて活動する
　　　　　　　　　　　　ことができると認められること。②大学院における学修に意欲があり、学業を確実に修了できる見込みがあると認められること。

　　　　　　　　二種：①か②に該当する者。①大学・大学院における成績が優れ、将来、研究者として自立して研究活動を行い、又はその他の高度に専門的な業務に従事す
　　　　　　　　　　　　るに必要な高度の研究能力を備えて活動することができると認められること。②大学院における学修に意欲があり、学業を確実に修了できる見込みがある
　　　　　　　　　　　　と認められること。

出願資格

対象者 大学院生 期間／回数

26

日
本
学
生
支
援
機
構

家計基準
修士課程・専門職大学課程⇒本人の収入と配偶者の定職収入の金額の合計が、第一種は299万円以下、第二種は536万円以下

博士課程⇒本人の収入と配偶者の定職収入の金額の合計が、第一種は340万円以下、第二種は718万円以下

修士・専門職課程⇒一種：大学等・大学院における成績が特に優れ、将来、研究能力または高度の専門性を要する職業等に必要な高度の能力を備えて活動することが
　　　　　　　　　　　　　できると認められること。

博士課程⇒第一種：大学・大学院等における成績が特に優れ、将来、研究者として自立して研究活動を行い、またはその他の高度に専門的な業務に従事するに必要な
　　　　　　　　　　　　　高度の研究能力を備えて活動することができると認められること。

成績基準

最短修業期間

金額


	修正後　大学院「謂れ」なし



